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【要旨】

先進諸国では約 6 組に 1 組のカップルが不妊とされ、その要因は凡そ男女半々である。男

性不妊の約 7～9 割で精子形成不全が認められるが、その原因を究明して治療に繋げるために

は、精子形成そのものを理解して応用することが鍵となる。我々は、30 年に渡り、遺伝子改

変マウスを用いた個体レベルでのアプローチから研究を続けてきたが、近年は、試験管内精

子形成システムを用いたアプローチにも挑戦している。本講演では、我々が推進する培養観

察自動化や機械学習などのバイオ DX による精子形成・受精研究について紹介する。 

野生型マウスの生体内精子形成は、精細管断面画像から 12 ステージに分類される。我々は

Hematoxylin/PAS 染色した精巣組織切片画像から、舟橋 G が各精細管を抜き出すアルゴリズ

ムを開発し、±1 のステージングを 97％の精度で達成できることを発表公開した (1)。また、

試験管内で精子形成を再現することを目的に、精巣組織片を酸素透過膜と多孔質膜で挟む組

織培養デバイスを開発した。数週間に渡って精子形成を高解像度観察する系を立ち上げ、得

られた精子を用いた顕微授精により次世代の作製にも成功した (2)。なお、受精研究において

は、国際共同研究により AlphaFold を用いてタンパク質複合体を推測する in silico スクリーニ

ングを開始、新規受精融合必須因子 TMEM81 の単離と機能解析に成功した (3)。講演では、

最新の知見を紹介するとともに、バイオ DX による精子形成・受精研究の未来について議論

したい。 
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